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に
な
り
た
い
」
と
の
希
望
が
多
く
、

八
幡
西
区
や
若
松
区
な
ど
遠
方
か
ら

の
人
も
含
め
大
半
が
連
続
し
て
受
講

し
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
続
け
て
い
く
予
定
で
、

新
し
い
受
講
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
一
般
市
民
が
テ
キ
ス
ト
代

込
み
月
２
０
０
０
円
（
月
４
回
）、

シ
ル
バ
ー
会
員
は
同
１
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
西
部
出
張
所
へ
。

女
性
委
員
会
は
昨
年
11
月
、会
員
・

家
族
が
集
め
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
資
源
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
約
２
万
３
１
０
０
個
（
42

㌔
）
を
㈱
木
村
北
九
州
工
場
（
苅
田

町
）
に
届
け
ま
し
た
。
同
社
は
、
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
の
子
ど
も
に

ワ
ク
チ
ン
を　

日
本
委
員
会
」（
Ｊ

Ｃ
Ｖ
）に
協
力
す
る
回
収
企
業
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
熱
心
な
稽

古
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
昨
年
10
月
か
ら
毎
週

金
曜
日
午
前
11
時
〜
正
午
に
開
講
。

対
象
は
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

た
ち
で
す
。

内
容
は
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
の
基
本
的
な
書
き
方
を
は
じ

め
、
冠
婚
葬
祭
の
表
書
き
、
は
が
き

や
封
書
の
宛
て
名
書
き
、
手
紙
文
な

ど
。
指
導
す
る
筆
耕
班
の
河
村
峰
子

さ
ん
（
小
倉
北
区
）
が
書
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
手
本
を
中
心
に
稽
古
し
て
い

ま
す
＝
写
真
㊤
。

当
初
、
１
カ
月
（
４
回
）
単
位
の

開
催
予
定
で
し
た
が
「
も
っ
と
上
手

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
当

セ
ン
タ
ー
の
田
中
勝
彦
さ
ん
＝
若
松

区
・
写
真
＝
の
作

品
「
安
全
は
人
に

頼
る
な
任
せ
る
な

　

気
づ
い
た
あ
な

た
が
責
任
者
」が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

昨
年
11
月
29
日
に
福
岡
市
で
開
か
れ

た
安
全
就
業
促
進
大
会
で
表
彰
さ
れ

め
の
心
配
り
は
多
岐
に
わ
た
る
よ
う

で
す
。

若
い
社
員
さ
ん
達
（
私
か
ら
見
れ

ば
孫
く
ら
い
の
年
齢
で
し
ょ
う
か
）

に
囲
ま
れ
、
高
齢
新
人
の
私
は
、
ま

だ
ま
だ
日
々
特
訓
研
修
を
受
け
て
い

る
と
こ
ろ
。早
く
、メ
ン
バ
ー
の
方
々

の
名
前
と
顔
を
正
確
に
覚
え
よ
う
と

努
力
中
で
す
。

支
配
人
を
は
じ
め
職
場
の
方
々

は
、
優
し
く
親
切
に
接
し
て
く
だ
さ

り
、
お
か
げ
で
楽
し
く
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
若
い
社
員
さ
ん
達

に
刺
激
を
も
ら
い
な
が
ら
、
今
一
度

当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
５
年
目

に
な
り
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
70

歳
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
気

持
ち
は
乙
女
の
ま
ま
で
、
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

私
は
昨
年
８
月
か
ら
、
平
日
に
週

２
日
程
度
、
派
遣
で
九
州
ゴ
ル
フ
倶

当
セ
ン
タ
ー
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
黄
金
ま
ち
や
（
小
倉
北
区
・
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
三
萩
野
支
店
裏
）

で
開
催
中
の
実
用
筆
ペ
ン
教
室
は
会

員
以
外
の
市
民
も
多
く
参
加
さ
れ
、

若
さ
を
取
り
戻
す
べ
く
、
笑
顔
と
正

し
い
言
葉
づ
か
い
を
心
が
け
て
頑
張

り
ま
す
。小

倉
南
区
　
近
藤
　
惠
美
子

健康アドバイス
藤代医師の

生活習慣病の予防と食事

　産業医という仕事をしている
と、定年（リタイア）とともに
劇的に生活を変える方を見かけ
ます。例えば、田舎暮らしにあ
こがれて転居するなど。それは
それで良いことですが、何の準
備もせずにいきなり、というこ
とは経済や社会的なことばかり
ではなく、生活習慣病の面から
も注意が必要です。
　広い土地付きの住居を得て、
そこで野菜を育てて食べるとい
うのは良いのですが、肉（たん
ぱく質）も摂らないと筋肉が落
ちて身体活動が維持できなくな
ります。近くに、肉類など自分
では収穫できない食品を売って
いるようなお店はありますか？
　また、以前なら出勤途中でモー
ニングを食べていたような人が、
朝から食事を作るのが面倒で朝
食抜きにした、などという話を
聞いたこともあります。生活習
慣は、大事なことを変えないこ
とも一方では必要ですよ。

産業医　藤代　一也

Ｊ
Ｃ
Ｖ
は
全
国
の
協
力
者
が
集
め

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
買
い

取
り
金
額
の
一
部
を
回
収
業
者
か
ら

寄
付
し
て
も
ら
い
、
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
や
医
療
機
器
に
か
え
て
開
発
途

上
国
の
子
ど
も
ら
に
届
け
る
国
際
支

援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
女
性
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
Ｊ
Ｃ
Ｖ
に
協
力
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
一

昨
年
秋
ま
で
は
別
の
回
収
業
者
に
持

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
業
者
が
回
収
を
止

め
た
た
め
、
新
し
く
㈱
木
村
に
、
そ

れ
ま
で
集
め
て
い
た
全
部
を
届
け
た

も
の
で
す
。
同
社
か
ら
は
感
謝
の
意

を
表
し
た
受
領
書
が
届
き
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
・
家

族
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
委
員
会

私
た
ち
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

九
州
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

八
幡
コ
ー
ス
受
付
係

楽
部
八
幡
コ
ー
ス
（
八
幡
東
区
）
の

受
付
係
を
し
て
い
ま
す
。
勤
務
は
朝

７
時
か
ら
３
時
間
。
早
朝
勤
務
な
の

で
午
前
４
時
に
起
床
し
ま
す
。
ペ
ッ

ト
の
世
話
を
し
、
朝
食
を
す
ま
せ
、

後
片
付
け
を
し
て
６
時
半
に
家
を
出

ま
す
。

職
場
は
自
宅
か
ら
車
で
約
15
分
、

今
の
季
節
は
夜
が
明
け
き
っ
て
い
な

い
の
で
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
安
全

運
転
を
し
て
い
ま
す
。

山
の
上
な
の
で
晴
れ
た
日
に
は
遠

く
に
海
が
見
え
ま
す
。
静
か
で
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
基
本
的
な
内
容
は
、
メ
ン

バ
ー
（
会
員
）
と
ビ
ジ
タ
ー
（
一
般

客
）
の
お
客
様
に
「
プ
レ
ー
申
込
書
」

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
ロ
ッ
カ
ー

ナ
ン
バ
ー
を
渡
し
て
貴
重
品
を
預
か

り
ま
す
。

そ
の
他
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
あ
っ
た

り
、
お
客
様
に
気

持
ち
良
く
プ
レ
ー

し
て
い
た
だ
く
た

好
評
で
す
！
筆
ペ
ン
教
室

新
年
度
の
受
講
者
を
募
集

子
ど
も
ら
に
ワ
ク
チ
ン
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
蓋
を
寄
付

田
中
さ
ん
が
優
秀
賞
に

県
シ
連
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
42
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
、
佳
作
５
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。安

全
委
員
会
は
、
会
員
の
皆
様
の

安
全
就
業
に
関
す
る
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
令
和
５
年
度
の
「
安
全
標

語
」
を
以
下
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

入
選
者
は
定
時
総
会
で
表
彰
し
ま
す
。

安
全
標
語
を
募
集
し
ま
す

【
応
募
資
格
】
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員

【
応
募
要
領
】
応
募
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
（
１
人
３
点
以

内
）。
郵
便
は
が
き
に
必
ず
「
安
全

標
語
」
と
明
記
し
て
、
氏
名
・
会
員

番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い

【
応
募
締
め
切
り
】
３
月
２
日
（
木
）

ま
で
必
着

【
送
り
先
】
〒
８
０
２
―
０
０
６
２
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新型コロナウイルス感染防止に　会員１人1人が努めましょう
予防対策として、入念に正しい手洗いをし、マスク着用を含む「咳エチケット」
を守りましょう。体温が高く、体調が悪い時は仕事を休み、静養しましょう。

発
行　

公
益
社
団
法
人
北
九
州
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

記
念
写
真
は
、
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け

マ
ス
ク
を
外
し
て
＝
御
所
神
社
で

〜
２
０
２
１
年
に
起
き
た
自
転
車
乗

車
中
の
事
故
で
死
亡
し
た
の
は
全
国

で
２
１
４
５
人
。
そ
の
う
ち
１
２
３

７
人
（
58
％
）
が
頭
部
に
致
命
傷
を

負
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
け
て
い
な
か
っ
た
人
の
場

合
、
着
け
て
い
た
人
に
比
べ
て
致
死

率
が
２
・
２
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
同
様
で
、
同
じ
５
年
間

の
自
転
車
事
故
の
死
者
76
人
の
う
ち

58
％
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い

ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
け
て
頭
部

を
守
る
こ
と
が
被
害
軽
減
に
大
変
重

要
と
い
う
こ
と
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会
「
み
ん
な

で
歩
こ
う
会
」（
宮
脇
富
夫
代
表
）

は
１
月
８
日（
日
）、新
年
最
初
の「
み

ん
な
で
歩
こ
う
北
九
州
」を
開
催
し
、

３
社
参
り
を
し
ま
し
た
。

会
員
14
人
が
参
加
。
Ｊ
Ｒ
門
司
駅

に
午
前
10
時
半
に
集
ま
り
、
約
２
㌔

離
れ
た
門
司
区
の
戸
上
神
社
ま
で
緩

や
か
な
登
り
の
坂
道
を
歩
い
て
行
き

参
拝
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
引
き
返
し
て
途
中
の
御

努
力
義
務
の
た
め
に
罰
則
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
「
命

を
守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
の
着
用
を
習

慣
化
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま

し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
が
昨
年
10
月
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
で
の
閲

覧
対
応
と
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
＝
図
＝
を

使
っ
て
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。以
下
、

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

今
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車

運
転
者
に
対
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

人
を
同
乗
さ
せ
る
時
も
か
ぶ
ら
せ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
に
乗
る
人
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
は
、
こ
れ
ま
で
13
歳
未
満
の
子

ど
も
に
対
す
る
保
護
者
の
努
力
義
務

で
し
た
。
新
年
度
か
ら
全
年
齢
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年

所
神
社
へ
。
こ
の
神
社
は
源
平
合
戦

の
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
際
に
安
徳
天
皇

の
仮
御
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
跡
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す

最
後
は
、
関
門
海
峡
に
程
近
い
八

坂
神
社
（
祇
園
社
）
に
お
参
り
し
、

み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
昼
食
を
取
っ
て

か
ら
解
散
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
元
気
に
初
ウ
オ
ー
ク
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、さ
ら
に「
今

年
も
元
気
で
働
け
ま
す
よ
う
に
」「
健

康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
お
願

い
し
た
よ
う
で
す
。

正
会
員
で
、
健
康
上
の
理
由
な
ど

か
ら
「
就
業
は
で
き
な
い
が
、
会
員

で
い
た
い
」
と
い
う
方
に
対
し
特
別

会
員
に
移
行
す
る
た
め
の
届
け
出
を

受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
特
別
会
員
に
移
行
で
き

る
の
は
以
下
の
移
行
基
準
を
満
た
し

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

⑴
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
Ｈ
Ｐ
に

ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
に
つ
い
て

①
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
ま
た
は
グ
ー

グ
ル
レ
ン
ズ
を
起
動
し
ま
す
。
画
面

に
四
角
の
枠
が
出
て
く
る
の
で
、
そ

の
枠
の
中
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
収
ま
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
画
面
に
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
出
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
タ
ッ
プ
す

る
と
Ｈ
Ｐ
が
出
て
き
ま
す
。

⑵
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
最
下
段
の
「
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
メ
ン
バ
ー

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
を
求
め

ら
れ
る
の
で
、
入
力
し
て
ロ
グ
イ
ン

し
、
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
見
る
。

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
で
は
「
お
仕
事

情
報
」、「
イ
ベ
ン
ト
・
活
動
情
報
」、

「
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
を
紹

介
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
例
規
集

（
抜
粋
）
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
会
員
へ
の
移
行

希
望
届
を
受
け
付
け

★
会
費
納
入
の
お
願
い

正
会
員
ま
た
は
特
別
会
員
で
会
費

未
納
の
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
納
入

さ
れ
な
い
場
合
、
規
定
に
よ
り
退
会

と
な
り
ま
す
の
で
、
至
急
納
入
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
振
込
用
紙
は
２
月
初
め
に

お
送
り
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
企

画
課
へ
。

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
特
別
会
員

の
年
会
費
は
１
１
０
０
円
（
会
費
５

０
０
円
、
互
助
会
費
６
０
０
円
）
に

な
り
ま
す
。

▼
移
行
基
準

①
会
員
在
籍
期
間
が
連
続
３
年
（
36

カ
月
）
以
上
の
正
会
員
、
ま
た
は

班
長
以
上
の
役
職
を
１
期
以
上
務

め
た
正
会
員
。

②
会
費
の
未
納
が
な
い
こ
と
。

③
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
を
棄
損
し
た

者
、
目
的
違
反
を
し
た
者
、
及
び

公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
を
し
た

者
は
除
き
ま
す
。

特
別
会
員
へ
の
移
行
を
希
望
す
る

方
は
本
部
企
画
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
手
続
き
の
た
め
の
書
類
（
特
別

会
員
移
行
希
望
届
）
を
送
り
ま
す
。

特
別
会
員
移
行
希
望
届
は
３
月
１
日

〜
15
日
（
必
着
）
に
企
画
課
あ
て
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
正
会
員
か
ら

特
別
会
員
へ
の
移
行
は
４
月
１
日
付

に
な
り
ま
す
。

夫
婦
会
員
を
募
集

正
会
員
の
配
偶
者
が
新
た
に
入
会

さ
れ
た
場
合
、
夫
婦
会
員
と
な
り
、

年
会
費
が
１
５
０
０
円
と
お
得
に
な

り
ま
す
。
皆
様
の
配
偶
者
の
方
に
ぜ

ひ
入
会
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

既
に
夫
婦
で
正
会
員
の
場
合
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５つの基本方針　１. 就業機会の拡大・確保（「基本指針2024」より）

４
月
か
ら
９
月
ま
で
就
業
の

違
反
広
告
物
除
去
作
業
員
及
び
駐
輪
指
導
員

募集のお知らせ

過
去
６
カ
月
以
上
未
就
業
の
方
へ
！

募 集 名 違反広告物除去作業運転手 違反広告物除去作業員
就 業 時 間 ９時～16時30分（実働6.5時間）週３日シフトによる ９時30分～16時（実働5.5時間）週３日シフトによる

募 集 対 象 区 門司区、小倉南区、若松区、八幡東区、戸畑区
※小倉北区、八幡西区の募集はありません。

門司区、小倉北区、小倉南区、若松区、八幡東区、
八幡西区、戸畑区

募 集 予 定 人 員 募集対象区　各２名、計10名 募集対象区　各４名、計28名　

申 し 込 み 要 件
過去６カ月間未就業の健康な方
ゴールド免許所持者又は過去３年間加害事故歴のない方（免許証コピー添付必要）
年齢制限：申し込み時点で73歳まで

過去６カ月間未就業の健康な方

業 務 違反広告物除去作業車の運転と作業班のリーダー 違反広告物除去作業
集 合 本部 各区役所

募 集 名 駐輪指導員

就業場所と人員
小倉駅：４名、西小倉駅：４名、井筒屋・魚町：４名、枝光駅：１名、戸畑駅：２名、黒崎駅：２名、城野駅：２名、下曽根駅：２名、八幡駅：１名、
スペースワールド駅：１名、折尾駅２名、二島駅：１名、門司駅：１名、陣原駅：１名、モノレール：４名、九州工大前駅：２名、安部山公園駅：１名
※西小倉駅・小倉駅は午前と午後両方の就業あり　　※人数は変更の可能性あり

申 し 込 み 要 件 過去６カ月間未就業の健康な方、徒歩による地域内の巡回指導に支障がない方
業 務 就業場所の自転車駐輪指導、月締め報告書の作成。
就 業 時 間 １日あたり２～３時間。時間帯は就業場所によって異なります。

共　通　事　項
申 し 込 み 一人１件のみ
職群変更の面接 職群班に所属している方は、職群変更の面接が必要。ただし、運送班、保管所、駐車場、駐輪場等の待機者は不要。
採用の決定と通知 応募者多数の場合は、過去の就業状況等を考慮して抽選します。２度続けて落選された方は３度目を受ける時に申し出て下さい。
就 業 期 間 令和５年４月１日から令和５年９月30日まで。土日祝日の就業（違反広告物のみ）があります。
応 募 期 間 令和５年２月10日（金）までに必着のこと。
応 募 方 法 必ずハガキか封書で、住所、氏名、年齢、会員番号、募集名、場所（区）。　　※　記入漏れのないように！
申 し 込 み 先 本部　　違反広告物希望者は伊藤、　駐輪指導希望者は宮本まで
応 募 結 果 ３月上旬ごろ封書にて連絡します。

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に

４
月
か
ら
全
利
用
者

初
ウ
オ
ー
ク
は
元
気
に

門
司
区
内
の
３
社
参
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
内
容
に
つ
い
て


